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月
議
会
定
例
会
は
、　

月
　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

１２

１２

１３

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
令
和
４
年
度
初
山
別
村
功
労
者
表
彰
は
じ
め
、
条
例
の
制
定
、
改
正
、

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
　
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り

１３

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
加
藤
議
員
・
髙
場
議
員
・
三
谷
議
員
・
斉
藤
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い

て
、
村
長
・
教
育
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。



韻韻

議会だ よ り
　
　
報
告

■
専
決
処
分
の
報
告
【
損
害

賠
償
の
額
の
決
定
】

→
令
和
４
年
　
月
４
日
発
生

１０

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
事
故
に
よ

る
損
害
賠
償
の
額３

万
３
千
円

　
　
功
労
者
表
彰

■
平
成
　
年
７
月
３
日
か
ら

２２

初
山
別
村
監
査
委
員
と
し
て

　
年
間
在
職

１２　
初
山
別
村
字
初
山
別

　
　
野
　
村
　
英
　
雄
　
氏

　
　
条
例

■
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例→
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ

る
職
員
の
定
年
引
き
上
げ
に

伴
う
改
正
。

■
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条

例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

→
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ

る
職
員
の
定
年
引
き
上
げ
に

伴
う
改
正
。

■
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例

→
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ

る
職
員
の
定
年
引
き
上
げ
に

伴
い
新
た
に
制
定
。

■
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業

に
関
す
る
条
例

→
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ

る
職
員
の
定
年
引
き
上
げ
に

伴
い
新
た
に
制
定
。

■
職
員
の
降
給
に
関
す
る
条

例→
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ

る
職
員
の
定
年
引
き
上
げ
に

伴
い
新
た
に
制
定
。

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計
（
第
８
号
）

→
２
９
６
１
万
６
千
円
を
追

加
し
、　

億
５
０
４
５
万
３

２６

千
円
に
。

【
北
極
星
】

垢
 髙
場
議
員

　
北
極
星
の
指
定
管
理
者
募

集
の
公
募
結
果
は
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
広
報
に
よ
る
意
向
調
査
の

結
果
、
１
件
の
希
望
が
あ
っ

た
。

【
デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革
支
援

国
庫
補
助
金
】

垢
 髙
場
議
員

　
こ
の
補
助
金
の
算
定
基
準

は
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
シ
ス
テ
ム
導
入
に
は
全
額
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
つ
い

て
は
２
分
の
１
補
助
と
な
っ

て
い
る
。

【
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
】

垢
 鎌
田
副
議
長

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
は
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
希
望
者
全
員
、
接
種
で
き

て
い
る
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
３
号
）

→
　
万
７
千
円
を
減
額
し
、

７８
２
億
６
２
０
４
万
９
千
円
に
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第

３
号
）

→
　
万
４
千
円
を
減
額
し
、

５１
１
億
９
７
２
０
万
７
千
円
に
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特

別
会
計
（
第
２
号
）

→
　
万
５
千
円
を
追
加
し
、

５２
２
１
８
９
万
９
千
円
に
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

（
第
５
号
）

→
２
５
１
万
９
千
円
を
追
加

し
、
１
億
６
８
３
９
万
１
千

円
に
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
（
第
２
号
）

→
１
５
４
万
４
千
円
を
追
加

し
、
１
億
５
３
５
万
１
千
円

に
。

　
　
臨
時
議
会

★
第
２
回
臨
時
会

（
　
月
　
日
）

１１

２５

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

→
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
職

員
の
給
与
を
引
き
上
げ
。

　
給
料
表

　
　
　
改
定
率
　
０
坩　
％
２３

　
勤
勉
手
当

　
　
　
年
間
　
０
坩１
月
分

■
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例→
職
員
に
準
じ
、
議
員
の
期

末
手
当
を
引
き
上
げ
。

　
　
　
年
間
　
０
坩１
月
分

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

→
職
員
に
準
じ
、
村
長
、
副

村
長
、
教
育
長
の
期
末
手
当

を
引
き
上
げ
。

　
　
　
年
間
　
０
坩１
月
分

■
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例→
職
員
に
準
じ
、
給
料
を
引

き
上
げ
。

　
給
料
表

　
　
　
改
定
率
　
０
坩　
％
２３

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
【
令
和
４

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）】

→
１
０
０
万
８
千
円
を
追
加

し
、　

億
２
７
３
７
万
１
千

２５

円
に
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）

→
９
３
４
６
万
６
千
円
を
追

加
し
、　

億
２
０
８
３
万
７

２６

千
円
に
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

（
第
４
号
）

→
１
２
９
０
万
５
千
円
を
追

加
し
、
１
億
６
５
８
７
万
２

千
円
に
。

功

労

者

表

彰

条

例

補

正

予

算

報

告

臨

時

議

会



吋

議会だ よ り
 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
策
に
対
す
る
村
と
し
て
の

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

議
員
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
は
、
２
０
１
６
年
１
月

よ
り
始
ま
り
約
７
年
が
経
ち

ま
す
。
当
村
に
お
い
て
は
、

　
月
末
現
在
　
坩４
％
の
取

１０

４８

得
率
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
当
初
は
、
個

人
情
報
漏
洩
や
利
便
性
等
に

不
安
を
抱
え
、
取
得
率
が
低

迷
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

最
近
に
な
り
徐
々
に
上
昇
傾

向
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
国
の
普
及
策
と
し
て
、

健
康
保
険
証
や
運
転
免
許
証

と
一
本
化
、
買
い
物
に
使
え

る
ポ
イ
ン
ト
付
与
、
コ
ン
ビ

ニ
で
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書

発
行
、
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
や

チ
ケ
ッ
ト
転
売
防
止
対
策
で

の
利
活
用
等
の
方
策
を
打
ち

出
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
健
康
保
険
証
に
つ
い

て
国
は
、
２
０
２
４
年
秋
に

は
今
の
保
険
証
の
廃
止
の
方

針
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
住

民
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
に
つ
い
て
、
早
急
な
対

応
が
必
要
と
考
え
る
が
、
村

と
し
て
今
後
、
カ
ー
ド
取
得

の
「
加
速
化
」
に
向
け
て
ど

の
様
に
取
組
む
の
か
、
村
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

村
長
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

取
得
い
た
し
ま
す
と
、
身
分

証
明
書
と
し
て
の
利
用
や
行

政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
等
が
可
能
と
な
る
な
ど
、

暮
ら
し
の
利
便
性
の
向
上
と

行
政
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
交
付
状

況
に
つ
い
て
で
す
が
、
全
国

交
付
率
　
坩９
％
、
全
道
交

５３

付
率
　
坩２
％
、
本
村
交
付

５２

率
　
坩１
％
と
な
っ
て
い
る

５３
と
こ
ろ
で
す
。
便
利
と
な
る

反
面
、
取
得
が
進
ま
な
い
理

由
と
し
て
、「
カ
ー
ド
取
得

す
る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
や
必

要
性
を
感
じ
て
い
な
い
こ

と
」、「
申
請
及
び
取
得
手
続

き
の
手
間
」
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
、
特
に
「
個
人
情
報
の
漏

え
い
」
へ
の
不
安
感
・
不
信

感
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
普
及
促
進

に
向
け
て
は
、
現
在
も
担
当

窓
口
に
お
い
て
、
無
料
の
写

真
撮
影
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
ま
で
を
行
っ
て
お
り
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
後

の
相
談
等
の
対
応
に
つ
い
て

も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
継
続
実

施
し
て
い
く
こ
と
で
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
、
全
村
民

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取

得
を
目
指
し
、
申
請
窓
口
の

夜
間
・
休
日
開
設
、
村
健
診

や
各
種
集
会
・
イ
ベ
ン
ト
時

な
ど
に
臨
時
申
請
窓
口
の
開

設
、
役
場
ま
で
申
請
に
来
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
に
は
各

戸
ま
で
出
張
申
請
な
ど
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し

や
す
い
環
境
整
備
と
取
得
に

向
け
た
支
援
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
こ
と
と
い
た
し
ま

す
。

一
問
一
答

議
員
　
特
に
健
康
保
険
証
と
の
一

本
化
で
必
要
性
が
重
視
し
た

と
思
わ
れ
る
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
会
場
で
の
普
及
活
動
が
な

さ
れ
た
ら
と
思
っ
た
が
。

村
長
　
安
全
性
が
保
た
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
に

も
理
解
い
た
だ
い
た
中
で
普

及
に
努
め
た
い
。

議
員
　
ポ
イ
ン
ト
付
与
へ
の
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
。

村
長
　
情
報
提
供
、
拡
大
に
向
け

た
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
取
得
率
が
交
付
税
等
へ
反

映
す
る
案
が
出
て
い
る
が
。

村
長
　
村
民
の
不
利
益
と
な
ら
な

い
よ
う
、
ア
ン
テ
ナ
を
高
く

し
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
村
民
の
不
利
益
と
な
ら
な

い
よ
う
対
応
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

一

般

質

問
加藤　一裕　議員

Ｑ マイナンバーカード

　  　　　　 取得への取組みは

Ａ　出張申請など、環境整備と
　　　　　　取得支援の検討を進める

宮
本
　
村
長



右

議会だ よ り
 

議
員
　
議
会
総
務
経
済
常
任
委
員

会
で
は
、
先
進
地
高
知
県
黒
潮

町
で
行
政
視
察
研
修
会
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。小
規
模
自
治
体

で
も
出
来
る
ソ
フ
ト
面
で
の
対

応
に
つ
い
て
、
自
主
防
災
組
織

と
は
い
え
、
現
段
階
で
は
情
報
、

ノ
ウ
ハ
ウ
、
ス
キ
ル
を
有
す
る
行

政
が
共
に
関
わ
り
、
リ
ー
ド
し
、

支
援
し
て
ゆ
く
事
で
主
体
性
の

あ
る
組
織
へ
と
向
上
し
、「
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
村
づ
く

り
」
に
寄
与
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
。次
の
３
点
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

①
黒
潮
町
で
は
、
全
職
員
に
よ

る
、
各
地
区
の
防
災
担
当
制
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災

対
策
が
短
期
間
で
大
き
く
進
捗

し
た
。本
村
で
も
地
域
ふ
れ
あ
い

担
当
職
員
が
配
置
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
各
自
主
防
災
組
織

内
で
懇
談
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
主
導
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、
今
後

必
要
と
な
っ
て
く
る
地
区
防
災

計
画
・
戸
別
避
難
カ
ル
テ
・
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や

様
々
な
状
況
を
想
定
し
た
訓
練

の
実
施
等
、
組
織
の
充
実
、
強

化
が
図
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

②
ど
の
地
域
に
住
ん
で
い
て
も
同

じ
様
な
対
策
が
保
た
れ
る
よ
う

に
す
る
に
は
、
組
織
同
士
の
情

報
交
換
や
連
携
が
必
要
で
す
。

自
治
会
長
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
担

当
者
を
選
出
し
て
い
た
だ
き
、
行

政
が
事
務
局
を
担
う
事
で
連
絡

協
議
会
設
立
へ
の
働
き
か
け
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

③
防
災
グ
ッ
ズ
（
避
難
セ
ッ
ト
）

は
配
布
さ
れ
た
年
度
に
よ
り
違

い
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
中
身
を

見
る
と
避
難
所
で
し
か
使
わ
な

い
物
が
多
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指

定
避
難
所
に
避
難
所
で
使
用

す
る
物
を
置
く
事
に
よ
り
、
防

災
バ
ッ
ク
に
余
裕
が
で
き
、
他
の

必
需
品
を
入
れ
、
備
え
る
事
が

で
き
ま
す
。本
村
に
は
　
カ
所
の

２１

指
定
避
難
所
が
あ
り
ま
す
。希

望
す
る
方
へ
の
分
散
化
は
可
能

と
思
わ
れ
ま
す
が
。

村
長

①
自
主
防
災
組
織
の
育
成
強

化
を
図
る
上
で
、
平
常
時
に
お

け
る
自
主
防
災
組
織
内
で
の
懇

談
会
や
意
識
啓
発
、
地
域
課

題
の
洗
い
出
し
、
課
題
に
対
す

る
対
策
の
検
討
な
ど
を
話
し
合

う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
開
催

さ
れ
る
際
に
は
、
防
災
担
当
で

あ
る
企
画
振
興
室
を
始
め
、
地

域
ふ
れ
あ
い
担
当
職
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
積
極
極
的
に
関

わ
る
こ
と
で
、
住
民
・
職
員
双
方

の
防
災
意
識
の
高
揚
が
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
、
職
員
の
体
制

づ
く
り
を
含
め
検
討
し
た
い
。

②
町
内
会
・
自
治
会
に
意
向
の

確
認
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て

検
討
し
た
い
。ま
た
、
職
員
が

町
内
会
・
自
治
会
と
の
話
し
合

い
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
、

様
々
な
課
題
や
意
見
等
を
持
ち

帰
り
、
情
報
を
職
員
全
体
で
共

有
し
合
い
な
が
ら
、
そ
の
他
の

町
内
会
・
自
治
会
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と
で
、
同
様

の
効
果
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考

え
る
。ま
ず
は
、
自
主
防
災
組

織
か
ら
の
要
請
に
適
切
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
職
員
全
体
の
防

災
に
関
す
る
ス
キ
ル
の
向
上
に
、

一
層
努
め
た
い
。

③
防
災
グ
ッ
ズ
の
運
用
は
町
内

会
・
自
治
会
の
自
主
判
断
に
よ

り
行
っ
て
い
た
だ
く
。避
難
所
に

置
い
て
お
く
方
が
良
い
と
判
断

さ
れ
る
よ
う
な
備
蓄
品
は
、
皆

さ
ん
で
話
し
合
い
な
が
ら
、
柔

軟
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
。

一
問
一
答

議
員
　
行
政
主
導
で
の
防
災
組
織

へ
の
支
援
は
。

村
長
　
組
織
が
立
ち
上
が
っ
た
こ

と
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
組

織
を
育
て
て
、
全
体
と
し
て

防
災
力
を
高
め
る
こ
と
が
必

要
と
認
識
。

議
員
　
共
助
の
体
制
を
整
え
る
た

め
防
災
に
特
化
し
た
話
し
合

い
の
場
を
設
け
て
ほ
し
い
が
。

村
長
　
共
助
を
育
て
る
の
は
公
助

の
大
き
な
役
割
。
ど
う
い
っ

た
形
が
良
い
か
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
対
応
し
た
い
。

議
員
　
連
合
組
織
の
必
要
性
を
ど

う
考
え
る
か
。

村
長
　
連
合
体
を
否
定
は
し
な
い

が
、
他
の
組
織
の
活
動
状
況

等
の
情
報
提
供
を
行
い
、
必

要
と
な
れ
ば
検
討
す
る
。

議
員
　
配
布
さ
れ
た
防
災
バ
ッ
ク

の
中
身
を
指
定
避
難
所
に
置

く
事
に
つ
い
て
は
。

村
長
　
同
じ
認
識
で
あ
る
。
防
災

関
係
の
備
品
、
グ
ッ
ズ
共
に

整
理
の
仕
方
が
大
事
と
思
う
。

一

般

質

問

Ｑ　自主防災組織への支援について
　 ①地域ふれあい担当職員による支援について

　 ②自主防災組織連絡協議会への支援について

　 ③戸別防災品の分散化について

Ａ　職員の体制づくり含め検討していきたい
髙場　志津子　議員



宇

議会だ よ り
 

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
児

童
生
徒
の
将
来
を
見
据
え
た

学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

議
員
　
令
和
３
年
度
「
児
童
生
徒

の
問
題
行
動
・
不
登
校
等
生

徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
関
す

る
調
査
結
果
」
に
よ
る
と
、

昨
年
度
の
全
国
の
小
・
中
学

校
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生

徒
数
は
９
年
連
続
で
増
加
し
、

過
去
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

北
海
道
の
小
・
中
学
校
に
お

け
る
不
登
校
児
童
生
徒
数
の

推
移
に
つ
い
て
も
、
全
国
の

傾
向
と
同
じ
く
増
加
傾
向
に

あ
り
、
過
去
最
多
と
な
っ
て

い
る
。
不
登
校
に
関
す
る
調

査
研
究
協
力
者
会
議
に
お
い

て
も
、
相
談
に
つ
な
が
り
に

く
い
、
課
題
を
抱
え
て
い
る

児
童
生
徒
を
、
学
校
・
教
育

委
員
会
に
お
い
て
、
早
期
に

把
握
し
、
適
切
な
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
重
点

的
に
実
施
す
べ
き
施
策
の
方

向
性
の
一
つ
と
し
て
、
不
登

校
児
童
生
徒
の
多
様
な
教
育

機
会
の
確
保
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
次
の
２
点
に
つ
い
て

伺
う
。

①
本
村
教
育
委
員
会
と
し
て

も
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
民

間
団
体
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
た
、
公
設
民
営
の
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
、
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
充

実
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

②
令
和
４
年
６
月
　
日
現
在

１７

の
情
報
で
は
、
留
萌
管
内
に

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

は
な
い
。
児
童
生
徒
一
人
一

人
を
大
切
に
し
た
教
育
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
も
、
管

内
で
先
立
っ
て
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
を
し
て
は
ど

う
か
。

教
育
長

①
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
よ
る
支
援
の
充
実
は
重

要
な
役
割
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
が
、
本
村
の
小

学
校
児
童
　
名
、
中
学
校
生

４１

徒
　
名
合
わ
せ
て
　
名
で
あ

１９

６０

り
、
一
人
一
人
、
少
人
数
校

だ
か
ら
で
き
る
対
策
と
し
て
、

『
適
応
指
導
が
必
要
と
な
る

前
段
の
対
策
』、『
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
の
通
所
が
必
要

と
な
る
前
段
の
対
策
』
が
最

優
先
に
取
り
組
む
べ
き
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
原

因
発
生
の
比
較
的
早
い
段
階

に
お
け
る
対
策
や
支
援
の
仕

組
み
づ
く
り
を
再
検
討
し
て

い
る
。

②
現
段
階
に
お
い
て
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
設
置
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
現
在
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
及
び
初
山
別

村
の
実
情
に
合
っ
た
取
組
み

を
基
本
と
し
て
、
学
び
を
つ

な
ぐ
学
校
づ
く
り
の
一
つ
と

し
て
、
一
昨
年
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
リ
モ
ー
ト
授
業

体
制
の
構
築
も
進
め
て
お
り
、

今
後
の
状
況
や
必
要
性
を
鑑

み
、
更
に
学
習
体
制
の
充
実

に
向
け
た
対
応
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

一
問
一
答

議
員
　
先
生
一
人
で
は
対
処
す
る

の
は
難
し
い
の
で
は
。

教
育
長

　
チ
ー
ム
と
し
て
対
応
す
る

体
制
と
し
て
い
る
。

議
員
　
学
習
の
遅
れ
を
助
け
る
体

制
は
。

教
育
長

　
改
善
を
す
べ
き
と
こ
ろ
は

あ
る
が
、
リ
モ
ー
ト
に
よ
り

実
施
。

議
員
　
学
校
で
の
取
り
組
み
の
他

に
民
間
の
支
援
も
受
け
な
が

ら
、
教
育
委
員
会
に
相
談
で

き
る
場
所
を
作
っ
て
は
。

教
育
長

　
保
護
者
へ
は
不
安
あ
る
際

ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
し

て
い
る
。
相
談
内
容
は
、
特

別
支
援
教
育
連
絡
協
議
会
で

対
応
し
て
い
る
。

議
員
　
子
供
た
ち
に
し
っ
か
り
と

学
ぶ
機
会
を
保
障
す
る
た
め

に
、
周
り
が
支
援
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
と
て
も
大
事
で

す
の
で
、
し
っ
か
り
と
支
援

の
良
い
か
た
ち
を
作
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

一

般

質

問
三谷　博子　議員

Ｑ 教育支援センターの

　  　　　設置、充実が必要では

Ａ　センターの設置予定はないが
　　　　　　　　支援体制の充実を図る

宇
野
　
教
育
長



烏

議会だ よ り
 

次
期
の
統
一
地
方
選
挙
へ
の

宮
本
村
長
の
再
出
馬
に
つ
い

て議
員
　
平
成
３
年
か
ら
４
期
　
年
１６

続
い
た
阿
部
村
政
の
後
継
を

担
い
、
平
成
　
年
４
月
の
初

１９

当
選
か
ら
、
現
在
４
期
　
年
１６

目
と
な
り
ま
す
宮
本
村
長
の

任
期
も
、
残
す
と
こ
ろ
４
ケ

月
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
地

方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

き
た
時
代
の
、
難
し
い
舵
取

り
役
を
担
わ
れ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
、
宮
本
村
長
に
お
か
れ

ま
し
て
は
敬
意
を
表
す
る
所

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
同
時
に
、

統
一
地
方
選
挙
を
来
春
に
控

え
ま
し
た
、
宮
本
村
長
の
進

退
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
多

く
の
村
民
の
皆
さ
ん
も
注
視

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
引
き
続
き
村
政

を
担
う
べ
く
５
期
目
を
目
指

し
、
次
期
村
長
選
挙
に
再
出

馬
さ
れ
る
考
え
が
あ
る
か
を

伺
い
ま
す
。

村
長
　
今
年
も
残
す
所
、
あ
と
半

月
程
と
な
り
ま
し
た
が
、
本

年
度
は
私
の
４
期
目
の
任
期

最
後
の
年
度
で
あ
り
、
歳
月

の
流
れ
の
早
さ
を
改
め
て
感

じ
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
　
年
８
ケ
月
余
り
の
間
、

１５

「
村
の
発
展
と
村
民
の
皆
さ

ん
の
幸
せ
」
を
願
い
、
村
政

推
進
の
柱
で
あ
り
ま
す
、

「
第
８
期
初
山
別
村
総
合
振

興
計
画
」
を
基
軸
と
し
、
求

め
ら
れ
る
様
々
な
課
題
に
対

し
全
力
で
取
り
組
み
、
村
政

運
営
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

国
や
地
方
の
経
済
情
勢
は
コ

ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
等
も

あ
り
、
極
め
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
社

会
背
景
を
的
確
に
捉
え
、

「
住
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
を

大
切
に
し
」、
健
全
財
政
を

維
持
し
な
が
ら
、
施
策
の
推

進
に
邁
進
し
て
き
た
所
で
あ

り
ま
す
。
今
日
ま
で
の
間
、

議
会
議
員
の
皆
様
を
始
め
、

村
民
の
皆
様
か
ら
、
深
い
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
又
、

関
係
機
関
や
関
係
団
体
等
の

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
と

ご
助
言
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、

心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
過
般
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

私
の
後
援
会
役
員
会
に
お
き

ま
し
て
、
再
度
の
出
馬
を
要

請
さ
れ
、
又
、
今
後
の
村
政

運
営
に
つ
い
て
自
ら
の
考
え

方
を
示
し
、
深
い
ご
理
解
と

激
励
を
頂
い
た
所
で
あ
り
ま

す
。
地
方
自
治
体
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
時
代
の
大
き
な

転
換
点
に
あ
り
、
か
つ
て
な

い
難
題
・
課
題
を
抱
え
て
お

り
ま
す
が
、
４
期
　
年
間
積

１６

み
重
ね
た
貴
重
な
経
験
を
生

か
し
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、「
村
民
の
皆
さ
ん
が

ふ
る
里
に
誇
り
を
持
ち
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」、「
次

の
時
代
を
担
う
若
い
人
達
が

夢
と
希
望
を
持
て
る
元
気
な

村
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
来

期
も
そ
の
先
頭
に
立
ち
、
村

政
運
営
に
全
霊
を
尽
く
す
べ

く
、
再
度
の
立
候
補
の
決
意

を
致
し
た
所
で
あ
り
ま
す
。

一
問
一
答

議
員
　
４
期
　
年
間
の
公
約
の
達

１６

成
感
は
。

村
長
　
４
期
　
年
の
間
、
力
強
い

１６

基
幹
産
業
の
振
興
、
福
祉
の

向
上
と
暮
ら
し
の
安
心
・
安

全
、
教
育
の
振
興
充
実
、
そ

し
て
村
民
の
皆
さ
ん
み
ん
な

で
の
協
働
の
村
づ
く
り
を
大

き
な
柱
と
し
て
掲
げ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
特
に
４
期
目
の

４
年
間
で
は
、
産
業
振
興
に

係
る
担
い
手
対
策
に
起
点
を

置
き
、
こ
れ
か
ら
も
基
幹
産

業
を
農
林
漁
業
と
す
る
本
村

が
、
未
来
永
劫
続
い
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
産
業
の
担

い
手
の
確
保
こ
そ
が
極
め
て

重
要
と
考
え
、
議
員
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
様
々
な
施
策
、
特
に
ソ

フ
ト
事
業
を
展
開
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

高
度
情
報
化
時
代
も
あ
っ
て

高
度
情
報
基
盤
の
整
備
を
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

加
え
て
、
ま
た
住
民
の
皆
さ

ん
の
足
を
確
保
す
る
た
め
、

し
ょ
さ
ま
る
号
も
な
ん
と
か

運
行
す
る
と
こ
ろ
ま
で
き
ま

し
た
し
、
合
わ
せ
て
長
年
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
子
ど
も
達
の
給
食
、
ス

ク
ー
ル
ラ
ン
チ
を
始
め
る
こ

と
が
で
き
た
の
が
、
私
に

と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
で
あ

り
ま
し
た
。

一

般

質

問

Ｑ　次期村長選への再出馬について

Ａ　村政運営に全霊を尽くすべく

　　　　　　　再度の立候補の決意をした
斉藤　勝博　議員



羽

議会だ よ り

委
 員
 長
　
三
谷
　
博
子

副
委
員
長
　
長
谷
川
幸
廣

委
　
　
員
　
山
本
　
康
男

委
　
　
員
　
加
藤
　
一
裕

議
会
報
発
行

　
　
　
特
別
委
員
会

　
寒
さ
厳
し
い
中
、
村
民
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
は
戦
禍
・
コ
ロ
ナ
禍

そ
し
て
物
価
高
。
更
に
は
、

安
心
安
全
に
生
活
す
る
で
あ

ろ
う
、
保
育
園
や
福
祉
施
設

等
で
の
暴
力
行
為
な
ど
切
り

が
な
い
悪
の
話
題
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
り
ま

せ
ん
。

　「
和
敬
清
寂
」意
見
は
ぶ
つ

か
っ
て
も
、
相
手
を
敬
う
気

持
ち
を
持
て
ば
、
争
う
事
無

く
、
お
互
い
が
居
心
地
の
よ

い
、
平
和
で
清
々
し
い
関
係

が
生
ま
れ
る
。
上
下
も
、
優

劣
も
、
自
分
も
他
人
も
、
自

国
も
他
国
も
な
い
の
だ
か
ら
、

争
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
。

　
平
和
に
生
き
て
行
こ
う
。

（
文
責
・
加
藤
　
一
裕
）

　
編
集
後
記

議　　会　　の　　う　　ご　　き

１２　　　月１１　　　月

議会運営委員会

（委員長外委員全員及び議長）
２

総務経済常任委員会

（委員長外委員多数及び議長）
２

議会全員協議会（議長外全議員）学校定期監査（監査委員）１０

例月出納検査（監査委員）１２例月出納検査（監査委員）１１

第４回定例会（議長外全議員）１３
総務経済常任委員会

（委員長外委員全員及び議長）
１８

１　　　月
羽幌町外２町村衛生施設組合議会定例会

（斉藤議員・羽幌町）
２２

二十歳のつどい（議長外議員多数）４
北留萌消防組合議会定例会

（加藤議員・羽幌町）

初山別村消防団出初式（議長）７第２回臨時会（議長外全議員）

２５

例月出納検査（監査委員）

１７

議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）

議会報発行特別委員会

（委員長外委員全員）

　
令
和
４
年
度
学
校
定
期
監
査
を
　１１

月
　
日
に
村
内
小
中
学
校
で
実
施
。

１０
　
監
査
委
員
　
荒
木
　
　
隆

　
監
査
委
員
　
山
本
　
康
男

１
　
監
査
対
象

・
令
和
３
、
４
年
度
配
分
予
算
実
行

状
況
。

・
施
設
の
管
理
状
況
、
備
品
整
理
保

管
状
況
、
理
科
薬
品
等
の
保
管
状
況
。

２
　
監
査
結
果
報
告

・
配
分
予
算
の
執
行
状
況
、
伝
票
経

理
事
務
、
各
備
品
台
帳
の
整
理
、
備

品
の
整
理
、
保
管
は
、
概
ね
適
正
に

執
行
さ
れ
て
い
る
と
認
め
た
。

・
校
舎
内
の
管
理
、
清
掃
等
は
、
適

正
と
認
め
た
。

・
理
科
薬
品
、
器
具
類
等
の
整
理
、

保
管
は
、
適
正
と
認
め
た
。

学
校
定
期
監
査



迂

令和５年 二十歳のつどい

　留萌信用金庫が創立９０周年記念事業の一環として、

北海道プロバスケットボールチーム『レバンガ北海

道』を運営する株式会社レバンガ北海道とＳＤＧｓ

パートナー契約を締結し、留萌管内の中学校等にバ

スケットボールを寄贈されました。１２月２１日初山別

中学校にて贈呈式が行われ、バスケットボール５球

が留萌信用金庫初山別支店西野支店長様より寄贈さ

れました。

レバンガ北海道・留萌信用金庫　ＳＤＧｓ連携によるバスケットボール寄贈

　令和４年４月１日から民法上の成人年齢が２０歳

から１８歳に引き下げられたことから、本村では年

度中に２０歳を迎える方を対象に「成人式」から

「二十歳のつどい」へと名称を変更し開催されま

した。

　式典では、宮本村長の式辞の後、記念品と祝酒

が贈られ、田中邑弥さん、大井早世さんが「誓いの

言葉」を宣誓しました。また、木村議長からのお祝

いの言葉や祝電・祝文が披露され、長谷川冬実さ

んが代表して答辞を述べました。（１月４日）

　新年を迎える喜びを新たにするとともに、「書」

への理解と関心を深める事をねらいとして、新春

書き初め会が自然交流センターにて開催されまし

た。今年は小学生

１１名が参加し、課

題を手本に力強い

筆運びで品を書き

上げていました。審査を終えた作品は１８日まで自然交流セン

ター１階エントランスホールに展示されました。

（１月８日）

新春書き初め会

１ 月のこんなことあんなこと

二十歳のつどい 出席者（１３名）

麻里奈々子／石脇　未織／大井　早世

菊井　真弥／菊池　千里／木村悠吏那

楠本　智世／田中　紗智／田中　邑弥

寺﨑　胡美／長谷川冬実／本堂　来起

 I WAYAN ART A JA Y A／山田　紘彰 （欠席）

（敬称略）



雨

●１月のできごと ●

で　き　ご　と日（曜）

二十歳のつどい４昌

初山別村消防団出初式７松

新春書き初め会８掌

乳幼児健診１１昌

予防接種１２昭

コロナ予防接種１４松

親子ふれあい陶芸教室１５掌

森と人を育てるコンクール表彰状伝達式１６捷

ほしっこくらぶ１８昌

ほしっこくらぶ会場開放日２５昌

北海道子どもかるた大会北留萌地区予選会２８松

今月のほしっこくらぶは

　☆じゆうあそび　でした。　（１月１８日）

ほしっこくらぶ －１月号－

２月の「ほしっこくらぶ」は、１日、２２日開催予定です。

北海道子どもかるた大会北留萌地区予選会
　北海道子どもかるた大会北

留萌地区予選会が自然交流セ

ンターにて開催されました。

中学生の部において初山別

チーム（笠川心愛、笠川乃愛、

佐藤仁志人）が優勝し、２月１９

日に札幌市定山渓で行われる

全道大会に出場します。

初
山
別
村
消
防
団
員

表
彰
受
賞
者

焔
北
海
道
知
事
表
彰

　【
　
年
勤
続
】

３０分
団
長
　
木
村
　
　
茂

副
分
団
長

　
立
田
　
康
雄

部
　
長
　
秋
山
　
哲
也

焔
北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

　【
　
年
勤
続
】

１０団
　
員
　
横
山
　
雅
仁

団
　
員
　
折
舘
　
勇
士

団
　
員
　
松
本
　
弘
哉

団
　
員
　
長
谷
川
優
次

　【
功
 績
 章
】

副
分
団
長

　
岩
井
　
明
彦

　【
特
別
功
績
章
】

団
　
長
　
小
林
　
清
秀

焔
北
留
萌
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

　【
　
年
勤
続
】

１０団
　
員
　
横
山
　
雅
仁

団
　
員
　
折
舘
　
勇
士

団
　
員
　
松
本
　
弘
哉

団
　
員
　
長
谷
川
優
次

　【
優
良
団
員
表
彰
】

団
　
員
　
折
舘
　
勇
士

団
　
員
　
長
谷
川
優
次

　【
技
能
功
労
章
】

団
　
員
　
髙
橋
　
裕
一

団
　
員
　
横
山
　
雅
仁

団
　
員
　
松
本
　
弘
哉

　【
特
別
功
労
章
】

団
　
長
　
小
林
　
清
秀

　村消防団の出初式が自然交流センターで行われ、

団員一同は地域防災への決意を新たにしました。

　式典では、人員報告、宮本村長らによる閲団の

後、団員に北海道知事表彰などの表彰者が披露さ

れました。

　住民の安全を守るため、今後も宜しくお願い致

します。受賞者は次のとおりです。（１月７日）

令和５年 北留萌消防組合初山別村消防団消防出初式
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《事務所》
多世代交流拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

Ｉｎｓｔａｇｒａｍページ

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｉｎｓｔａｇｒａｍ．ｃｏｍ/
ｏｋｏｓｈｉ．ｇｉｒｌｓ_ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ/

ｆａｃｅｂｏｏｋページ

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

今年の目標「特産品を生産加工できる場所を見つけたい」

　皆さま健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　昨年は、初山別に来て間もない私にいつも温かいお心遣いをいただきありがとうございま

した。おかげで、とても楽しく充実した一年を過ごせました。

　今年は、自分の事業の基盤となるような加工場の設立を目指し、より一層励んでいきたい

と思います。今年もよろしくお願いします。【春山】

今年の目標「起業に向けてパワーとスキルを身につけていきたいです！」

　新年明けましておめでとうございます！初山別での初めての冬が来ました！ ！ ものすごい

雪と吹雪にびっくりしています。「雪は、天から送られた手紙である」という言葉を聞いたこ

とがあります。初山別にはたくさんのお手紙が届いていると思うと素敵だなと感じています。

　さて、私の年末は以前働いていたレストランでお節作りのお手伝いをしてきました！お野

菜だけで作るお節料理は、全てが手作りなので、三日三晩、寝る間も惜しんで没頭していま

した！オレンジ色が鮮やかに引き立っているコリンキーは、初山別の農家さんから頂いたお

野菜です。愛情こめて作られたお

野菜たちが集まり、それを調理し、

素敵なお重箱に詰めて完成された

お節はとてもとても美しいものと

なりました！ ！ １１月に開催したお

料理を作る会は、たくさんの方に

集まっていただき、今年も開催し

たいと思います！【石川】

今年の目標「目の前のやるべき事を着実にこなす」

　新年あけましておめでとうございます。久しぶりに協力隊通信を書かせていただいていま

す、高塚です。協力隊も新メンバーとなり早くも一年が経とうとしています。一人ひとりに

明確な目標がありそれぞれの道を歩んでいます。私はそんな彼女たちの姿を見て感服する

日々です。そんな中で私はというと、もう一年初山別村にお世話になる予定でいます。そう

なれば協力隊も五年目と、ベテラン（？）の域に突入します。年数だけで言えば…もちろんベ

テランでもなんでもないですが、またしばらくお世話になります。という訳で今年の目標で

すが、２０２２年できなかった協力隊全員での企画を一つはやる、です。言い訳せずに頑張りま

す。２０２３年もよろしくお願いします。高塚でした。【高塚】

協力隊からの新年の挨協力 隊 からの 新 年の挨 拶拶



協力隊ほ っ とＮＥＷ Ｓ
『協力隊プレゼンツ！ 食べてみる会』開催

鵜

今年の目標「自分に正直に生きる」

　新年あけましておめでとうございます。新たな一年が始まりましたね。

　昨年、私は初山別村に住み始め、いままでとは全く違う生活で、たくさん初めての経験を

させていただきました。新しい土地での生活に馴染むにつれ、村の人たちの温かさや優しさ

をより感じるようになりました。また、自然豊かなこの土地とこの空気を、私はとても気に

入っています。初めての北海道の冬は、寒さに驚きつつも、雪景色の壮大さと美しさには心

奪われます。人の温かさもより嬉しく感じます。

　さて今年はどんな一年になるでしょう？今までに見たことのなかったどんな世界を見るこ

とができるだろう？どんな壮大で輝かしい一年になるだろう？村の方々へ、いつも自然に温

かく迎えてくれて、楽しい話をしてくれて、優しく手を差し伸べて下さること、本当に感謝

しています。ありがとうございます。今年もよろしくお願いいたします。【池田】

今年の目標「商品開発とＳＮＳ発信を頑張っていきます」

　新年明けましておめでとうございます！

　昨年、初山別村へ入村してきて、何もかもが新しく、初めてで、新鮮でした。初めてのこ

とに戸惑うことや、どうしたらいいのか分からないこともありましたが、その度に、皆様に

は助けていただきました。

　初めてばかりの経験にとても貴重な時間を過ごさせていただいたり、海と山に囲まれた生

活に、自然の豊さ、水の綺麗さ、お野菜の旨み、空気の綺麗さ、そして何よりも皆様の温か

さに本当に救われる日々でした。感謝してもしきれません。今年からは、ドングリを使って

加工品を開発していくという目標を掲げながら、様々なことに挑戦していけたらと思ってい

ます。ご迷惑もかけてしまうかもしれませんが、また皆様とお話をしたり、スポーツを楽し

んだりと、初山別での生活を楽しく過ごせること、今から、ドキドキワクワクしております。

今年もどうぞよろしくお願い致します。【石田】

　１２月１７日に「協力隊プレゼンツ！食べてみる会」を開催し

ました。悪天候により途中で中止してしまいましたが、吹雪

の中わざわざ来てくださった方もいらっしゃいました。

　私は、石川さんと協力して植物性食材のみでラーメンを作

りました。みなさん「満足感があって美味しい」と言ってく

ださり大変光栄でした。実際に、試食会を開催してみて、課

題点もいくつか見つかりました。より良いものを目指せるよ

うに現在改善中です。今後も私たちが作っ

たものを提供できるイベントを開催できる

ように日々励んで参ります。

　１月２９日に開催されました「協力隊プレ

ゼンツ！食べてみる会～リベンジ回～」につ

きましては、次号協力隊通信に掲載します。

【春山】



窺

　
特
定
健
診
や
職
域
健
診
で
尿
た
ん

ぱ
く
が
陽
性
「
＋
」
や
、
血
液
検
査

で
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
（
男
性
１
坩２
葵
／

握
以
下
、
女
性
１
坩０
葵
／
握
以
下

が
正
常
で
、
８
坩０
葵
／
握
以
上
の

場
合
は
透
析
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
）
や
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
（
　
未
満
は
腎

６０

臓
の
機
能
が
低
下
し
て
い
ま
す
）
の

値
が
正
常
値
か
ら
逸
脱
し
て
い
ま
せ

ん
か
？

　
そ
れ
ら
は
、
腎
臓
機
能
が
低
下
し

て
い
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

◯
尿
た
ん
ぱ
く
が
 

「
＋
」
の
場
合

　
腎
臓
は
毛
細
血
管
が
糸
玉
の
よ
う

な
か
た
ま
り
に
な
っ
た
も
の
が
集

ま
っ
た
臓
器
で
す
。
こ
の
血
管
の
糸

玉
で
、
老
廃
物
の
ろ
過
を
し
て
い
ま

す
。
尿
た
ん
ぱ
く
が
陽
性
と
い
う
こ

と
は
、
こ
の
血
管
の
糸
玉
に
傷
が
つ

い
て
、
本
来
、
体
外
に
は
出
て
い
か

な
い
た
ん
ぱ
く
が
尿
へ
漏
れ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

◯
痛
み
や
体
調
不
良
が
 

な
く
て
も

　
尿
た
ん
ぱ
く
は
腎
臓
の
血
管
の
糸

玉
に
傷
が
つ
い
て
い
る
サ
イ
ン
で
す
。

同
じ
血
液
が
流
れ
る
全
身
の
血
管
の

傷
み
も
疑
わ
れ
、
脳
卒
中
や
心
臓
病

の
危
険
性
が
高
ま
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。（
腎
臓
は
体
に
２
個
あ

り
、
脳
や
心
臓
と
血
管
で
繋
が
っ
て

い
ま
す
。）

　
腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
た
状
態
や

尿
た
ん
ぱ
く
陽
性
が
持
続
す
る
状
態

を
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
と
い
い

ま
す
。
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、
放

置
し
て
し
ま
う
と
徐
々
に
腎
臓
の
機

能
が
悪
く
な
り
、
む
く
み
や
貧
血
が

進
み
、
さ
ら
に
進
行
す
る
と
透
析
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

◯
で
き
る
だ
け
長
く
 

元
気
に
暮
ら
し
て
 

い
く
た
め
に
は

　
早
期
の
受
診
が
大
切
で
す
。
元
々
、

腎
臓
の
機
能
は
血
管
の
老
化
や
加
齢

と
と
も
に
低
下
し
、
さ
ら
に
血
管
を

傷
め
る
よ
う
な
病
気
（
糖
尿
病
や
高

血
圧
症
な
ど
）
が
あ
る
と
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の

進
行
が
早
ま
り
ま
す
。
逆
に
、
こ
れ

ら
の
病
気
を
し
っ
か
り
治
療
す
れ
ば
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
進
行
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
き
ち
ん
と
管
理
す
れ
ば
、

脳
卒
中
や
心
臓
病
の
危
険
性
を
低
め
、

健
康
寿
命
を
長
く
保
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
健
診
の
結
果
、
精
密
検
査
が
必
要

な
場
合
は
か
か
り
つ
け
医
等
を
受
診

し
、
よ
く
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
特
定
健
診
を
受
け
て
い
な

い
方
は
、
目
に
見
え
な
い
病
気
の
芽

を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
、
年
一
回
、

特
定
健
診
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
師
　
本
間
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

腎
臓
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

見
逃
し
て
い
ま
せ
ん
か

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

■
家
の
中
で
安
全
に
過
ご
す
た
め
に

◎
気
象
情
報
に
注
意
し
て
、
暴
風
雪

が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
外
出
を

避
け
ま
し
ょ
う
。

◎
日
頃
か
ら
停
電
に
備
え
、
懐
中
電

灯
・
携
帯
ラ
ジ
オ
・
防
寒
具
・
ポ
ー

タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
・
灯
油
・
非
常

食
・
飲
料
水
な
ど
を
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

◎
Ｆ
Ｆ
式
暖
房
機
な
ど
を
使
用
し
て

い
る
場
合
は
、
一
酸
化
炭
素
中
毒

を
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

給
排
気
口
付
近
が
雪
で
ふ
さ
が
れ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
車
で
外
出
す
る
と
き
に
気
を
つ
け

る
こ
と

◎
万
一
に
備
え
て
、
携
帯
電
話
を
忘

れ
ず
に
所
持
！

◎
車
が
立
ち
往
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
防
寒
着
・
長
靴
・
手
袋
・

ス
コ
ッ
プ
・
け
ん
引
ロ
ー
プ
な
ど

を
車
に
用
意
す
る
と
と
も
に
、
十

分
に
燃
料
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
万

雪
に
よ
る
被
害
防
止
の
た
め
に



丑

一
に
備
え
て
飲
料
水
や
非
常
食
も

用
意
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

◎
運
転
し
て
い
て
、
地
吹
雪
な
ど
に

よ
り
危
険
を
感
じ
た
ら
、
無
理
を

せ
ず
に
道
の
駅
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

な
ど
で
天
気
の
回
復
を
待
ち
ま

し
ょ
う
。

◎
大
雪
や
吹
き
だ
ま
り
な
ど
で
車
が

立
ち
往
生
し
た
時
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
な

ど
の
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
や
近
く
の

人
家
な
ど
に
必
ず
救
助
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド

ラ
ン
プ
の
点
灯
や
停
止
表
示
板
を

置
く
な
ど
、
車
が
目
立
つ
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
避
難
で
き
る
場
所
や
近
く
に
人
家

が
な
い
場
合
は
、
消
防
（
１
１
９

番
）
や
警
察
（
１
１
０
番
）
に
連

絡
し
て
、
車
の
中
で
救
助
に
備
え

て
く
だ
さ
い
。

◎
車
が
雪
に
埋
ま
っ
た
と
き
は
、
エ

ン
ジ
ン
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
マ
フ

ラ
ー
が
雪
に
埋
ま
る
と
排
気
ガ
ス

が
車
内
に
逆
流
し
、
一
酸
化
炭
素

中
毒
を
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
防
寒
な
ど
で
や
む
を
得
ず
エ

ン
ジ
ン
を
か
け
る
と
き
は
窓
を
開

け
て
換
気
し
、
こ
ま
め
に
マ
フ

ラ
ー
ま
わ
り
を
除
雪
し
て
く
だ
さ

い
。

■
除
雪
を
行
う
と
き
に
気
を
つ
け
る

こ
と

◎
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す
る
と
き
は

・
複
数
で
行
う

梯
子
を
支
え
る
。
安
全
を
確
認
す

る
。
万
一
の
場
合
は
救
助
を
！

や
む
得
ず
一
人
で
行
う
場
合
は
家

族
や
近
所
の
人
に
声
を
か
け
て
！

・
滑
り
止
め

靴
や
梯
子
に
滑
り
止
め
を
つ
け
る

等
の
工
夫
を
！

・
命
綱
を
着
け
て

面
倒
で
も
腰
に
命
綱
つ
け
て
滑
っ

た
場
合
や
雪
の
急
落
に
備
え
て
！

・
周
囲
を
確
認

屋
根
の
下
を
通
行
す
る
人
や
子
ど

も
に
注
意
を
！

◎
除
雪
機
を
使
用
す
る
と
き
は

・
服
装
に
注
意

機
械
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
な

服
装
を
！

・
雪
が
詰
ま
っ
た
場
合

機
械
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
と
き

は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
！

・
周
囲
を
確
認

通
行
人
や
子
ど
も
等
に
注
意
を
！

◎
そ
の
他
の
注
意
事
項

・
屋
根
の
雪
に
注
意

屋
根
の
下
を
通
る
と
き
は
、『
雪
』

や
『
つ
ら
ら
』
に
注
意
を
！

・
除
雪
時
の
健
康
に
注
意

無
理
に
除
雪
作
業
は
行
わ
な
い
。

除
雪
作
業
で
汗
を
か
い
た
ら
着
替

え
を
！

・
気
象
情
報
に
注
意

暴
風
雪
警
報
や
大
雪
警
報
が
発
表

さ
れ
た
ら
、
外
出
は
控
え
る
。

〇
暴
風
雪
な
ど
に
よ
る
被
害
防
止
に

つ
い
て

h
ttps://w

w
w
.pref.h

ok
k
aid
o.lg
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〇
除
雪
な
ど
に
よ
る
被
害
防
止
に
つ

い
て

h
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
令
和
４
年
４
月
分
か
ら
令
和
５
年

３
月
分
ま
で
の
保
険
料
は
、
月
額
１

６
埀５
９
０
円
で
す
。
保
険
料
の
納

付
期
限
は
翌
月
末
（
例
え
ば
４
月
分

は
５
月
末
ま
で
）
で
す
。
未
納
の
ま

ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制
徴
収
の
手

続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、
指
定

さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場

合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で

は
な
く
、
納
付
義
務
の
あ
る
方
の
財

産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
納
付
期
限
ま
で
に
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、

連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配

偶
者
及
び
世
帯
主
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納

付
（
変
更
）
申
出
書
」
に
必
要
な
事

項
を
記
入
・
押
印
（
金
融
機
関
へ
の

届
出
印
）
し
、
お
近
く
の
年
金
事
務

所
へ
郵
送
、
ま
た
は
、
年
金
事
務
所

や
口
座
振
替
を
行
う
口
座
の
あ
る
金

融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の
納
付
期
限

は
翌
月
末
で
す
。
口
座
振
替
日
が

土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
翌
営
業

日
に
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。
口
座

振
替
申
出
の
開
始
時
期
等
は
、
手
続

き
完
了
後
に
通
知
し
ま
す
。
通
知
が

届
く
ま
で
の
間
は
、
納
付
書
を
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納

付
（
変
更
）
申
出
書
」
は
年
金
事
務

所
の
窓
口
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
の

「
口
座
振
替
」
申
込
方
法



碓

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
お
申
し
込
み

前
に
、
必
ず
提
出
期
限
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
防
止
に
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ご
利
用
に
は
「
国
民
年
金

保
険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

（
変
更
）
申
出
書
」
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
お
近
く
の
年
金
事
務

所
（
※
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
お
手
続
き
で
き
ま
せ
ん
。）
の
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

郵
送
に
よ
る
手
続
き
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払

い
に
利
用
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
国
際
ブ
ラ

ン
ド
の
マ
ー
ク
が
付
い
た
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
す
。

【
支
払
い
に
使
用
可
能
な
カ
ー
ド
】

　
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｃ
ａ

ｒ
ｄ
、
ダ
イ
ナ
ー
ス
ク
ラ
ブ
、
Ｊ
Ｃ

Ｂ
、
ア
メ
リ
カ
ン
エ
キ
ス
プ
レ
ス
　

※
カ
ー
ド
利
用
に
つ
い
て
必
ず
し
も

ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
に
つ

い
て
は
カ
ー
ド
会
社
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
役
場
健
康
福
祉
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
そ
の
病
気
、
そ
の
症
状
は
石
綿

（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
が
原
因
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露

作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く

各
種
保
険
給
付
や
、
石
綿
に
よ
る
健

康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を

吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経

て
発
症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

す
。
　
中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従

事
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災
保

険
給
付
等
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
又
は
都
道
府
県
労
働

局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
０
６
０
儿
８
５
６
６

札
幌
市
北
区
北
８
条

　
　
　
　
　
　
西
２
丁
目
１
儿
１

札
幌
第
１
合
同
庁
舎
　
北
海
道
労

働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

　
緯
０
１
１
儿
７
０
９
儿
２
３
１
１

　
（
内
線
３
５
９
０
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
や
め
ま
し
ょ
う
み
ん
な
が
困
る
迷

惑
駐
車

違
法
・
迷
惑
駐
車
は
、
次
の
よ
う

な
危
険
や
障

害
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

○
道
路
を
狭
く

し
て
通
行
の

妨
害
に
な
り

ま
す
。

○
交
差
点
付
近

で
の
事
故
の

原
因
と
な
り

ま
す
。

○
緊
急
車
両
の

活
動
を
妨
げ
ま
す
。

○
歩
行
者
事
故
な
ど
の
原
因
に
な
り

ま
す
。

○
除
排
雪
作
業
の
障
害
と
な
り
ま
す
。

■
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
め
ざ

せ
安
心
で
安
全
な
北
海
道

○
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運
転

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
道
路
状
況
に

合
わ
せ
た
慎
重
な
運
転
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

○
時
間
に
余
裕
を
持
っ
た
運
転

事
前
に
目
的
地
ま
で
の
道
路
状
況

や
天
候
を
確
認
し
て
、
時
間
に
余

裕
を
持
っ
た
運
転
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

○
「
急
」
の
つ
く
運
転
操
作
は
危
険

急
発
進
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ

レ
ー
キ
と
い
っ
た
「
急
」
の
つ
く

運
転
操
作
は
ス
リ
ッ
プ
な
ど
の
思

わ
ぬ
交
通
事
故
に
つ
な
が
り
、
大

変
危
険
で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
悪
天
候
に
注
意

悪
天
候
の
場
合
は
、
不
要
不
急
の

外
出
は
控
え
る
よ
う
に
し
、
や
む
を

得
ず
車
で
外
出
す
る
と
き
は
、
事

前
に
道
路
情
報
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
万
が
一
に
備
え
て
防
寒
具

や
ス
コ
ッ
プ
等
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
の
「
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
」

石
綿
関
連
疾
患
に
関
す
る

労
災
補
償
制
度
等
に
つ
い
て

違
法
・
迷
惑
駐
車
の
防
止

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

冬
道
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止



■
２
月
１
日
～
３
月
　
日
は

１８

「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
」

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
、
次
の
対
策
を

実
施
し
ま
し
ょ
う
。

○
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
自
分
自

身
で
し
っ
か
り
管
理
す
る
。

○
パ
ソ
コ
ン
や

ス

マ

ー

ト

フ
ォ
ン
に
は
、

ウ
イ
ル
ス
対

策
ソ
フ
ト
を

イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
る
。

○
身
に
覚
え
の

な
い
メ
ー
ル
等
の
添
付
フ
ァ
イ
ル

や
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
開
か
な
い
。

○
不
必
要
な
ア
プ
リ
や
信
頼
の
お
け

な
い
サ
イ
ト
か
ら
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
な
い
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
の
買
い

物
で
は
、
そ
の
サ
イ
ト
が
本
物
か

ど
う
か
よ
く
確
認
す
る
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
羽
幌
警
察
署

　
緯
０
１
６
４
儿
６
２
儿
１
１
１
０

気象台ひと口メモ　～「低温注意報」について～

　上川・留萌地方では年によって違いますが、１月下旬から２月下旬が一年で最も寒い

時期となります。今回は、「低温注意報」についてのお話しです。気象台では低温による

農作物の被害（夏期）や水道管の凍結・破裂などによる被害（冬期）が発生するおそれ

があるときに「低温注意報」を発表します。

　具体的な発表基準は季節によって異なります。４月から

６月、８月中旬から１０月までは平均気温が平年より６℃以

上低い、７月から８月上旬は気温が１４度以下が１２時間以上

継続など、稲作などの農業関係に影響を及ぼす気温が基準

となっています。また、１１月から３月までは最低気温が平

年より１２℃以上低いと予想する場合に発表しています。

　冬期間の低温の要因は、上空に強い寒気が入ること、冬型の気圧配置が緩み内陸部を

中心に晴れ、地表面の熱が奪われる放射冷却現象が起こることなどがあげられます。こ

れまでの最低気温の記録は、旭川で－４１．０℃（１９０２年１月２５日）、名寄では－３５．７℃（１９８２

年２月２日）と内陸部では－３０℃ 以下となり、留萌では－２３．４℃（１９８５年１月２５日）、

羽幌では－２６．４℃（１９２３年１月２７日）など海岸部では－２５℃前後となっています。

　１月下旬から２月下旬の時期に低温注意報が発表されると、海岸部では－２０℃前後、

内陸部では－２５℃から－３０℃以下の厳しい冷え込みになることが予想されますので、水

道管の凍結・破裂などに十分注意して下さい。

　問い合わせ先　旭川内地方気象台（電話：0166－32－7102）

　　※旭川地方気象台ホームページアドレス

　　　https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.html

臼

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
普
及
啓
発
強
化



渦

受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月令和５年３月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（２日・１６日完全予約制）

〇

（第４水曜日２２日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
循環器内科（第４水曜日 ２２日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
砂川市立病院　木村医師（３０日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（６日）〇
整形専門外来

予約制

８：００～１１：００穴口医師（３日・１０日・１７日・２４日・３１日）〇予約優先

完全予約制
佐々尾医師〇フレイル外来

予約制

午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（２日・１６日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（整形専門外来診療日は内科のみ）〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約優先

完全予約制渡部医師（１４日・２８日）〇

整形専門外来
予約制

完全予約制覺田医師（１３日・２７日）〇

１３：３０～１５：００穴口医師（２日・９日・１６日・２３日・３０日）〇予約優先

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大医師（１３日・２７日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（７日・１４日・２８日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師 ＊変更となる場合もあります。
（７日・８日・１４日・２８日）

〇
予約検査
のみ

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（２日・９日・１６日・２３日・３０日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（１日・１５日・２９日）〇耳鼻咽喉科（第１・３水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（３日・１０日・１７日・２４日・３１日）〇皮膚科（毎週金曜日）

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

※外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみとなり、定期受診や関節注射は午後となります。
※木村医師の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。
※平成３０年１１月から、毎週月曜日の午後に「フレイル外来（完全予約制）」を始めました。
※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました！
※新年は１月４日（水）から診療を開始します。
※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。
※巡回診療は、小川研修センター（苫前町）で１９日（木）に行います。

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

※外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみとなり、定期受診や関節注射は午後となります。

※木村医師の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。

※平成３０年１１月から、毎週月曜日の午後に「フレイル外来（完全予約制）」を始めました。

※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました！

※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。

※巡回診療は、小川研修センター（苫前町）で１６日（木）に行います。

ひとのうごき

～令和５年１月末～

人口と世帯数
人口 １,０８１人
　　　（±０人）
 男 ５２４人
 女 ５５７人
 世帯数 　５２７世帯 
　　　（＋１世帯）

（　） は前月比

消費者生活に関する相談は、
消費者ホットラインへ

0570－064－370
平日は、北海道立消費生活
センター、土日祝日は、国
民生活センターにつなが
ります。

一人で悩まず、

まずは相談してください。

転　　入
１２／１５　星　　　真由美（明　里）

１２／１９　角　田　人　文（明　里）

１２／２１　佐　藤　愛　美（明　里）

１／３０　髙　木　俊　和（有　明）

お 誕 生
１２／１９　木　村　 琉 　 偉 （初山別）

る い

（父：卓也　母：紗希）

おくやみ
１２／３　立　田　キ　サ

　　　　　　　　　９７歳（明　里）

１／２０　木　村　秋　子

　　　　　　　　　６２歳（初山別）



　初山別村民憲章　　きまりを守り、力を合わせ心にうるおいのある村にしましょう。
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※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定されて

いる行事などにつきまして、中止や延期、規模縮小な

どの措置をとることがありますのでご了承願います。

鏡 も ち の 寄 贈
● 今月の主な行事予定 ●

（２／１０～３／１０）

行　　　　　事　　　　　等日月
広報しょさんべつ配布（２月号）１０晶

２

月

１１松

１２掌

１３捷

１４昇

１５昌

１６昭

破砕ごみ（初山別・千代田）１７晶

１８松

１９掌

２０捷

２１昇

ほしっこくらぶ会場開放日２２昌

２３昭

２４晶

２５松

２６掌

２７捷

広報配布（お知らせ版）２８昇

ほしっこくらぶ１昌

３

月

予防接種２昭

ふじみ保育所　ひなまつり撮影会３晶

４松

５掌

６捷

７昇

乳幼児健診８昌

９昭

広報しょさんべつ配布（３月号）１０晶

森と人を育てるコンクール奨励賞受賞

　令和４年度

「森と人を育

てるコンクー

ル」において

酒井茂樹氏が

奨励賞を受賞

されました。このコンクールは林業技術

の向上や森林づくりに対する道民意識の

高揚・参加促進を目的としており、適切

な森林整備・模範となる優良林分を育て

ていることが評価されたことから受賞さ

れたものです。（１月１６日）

初山別村農地等利用調整最適化推進施策に関する意見書の提初山別村農地等利用調整最適化推進施策に関する意見書の提出出

　令和４年１２月２７日、初山別村農業委員会は初山別村長に対し「初山別村農地等利用調整

最適化推進施策に関する意見書」を提出しました。

　意見書は農業委員会等に関する法律３８条に基づいて、農地等の利用の最適化の推進につ

いて、より効率的かつ効果的に実施するために提出するものです。また、内容については、

農業委員及び各関係団体からの意見を取りまとめたものです。

　主な項目は以下のとおりです。

　るもい農業協同組合様より鏡もちを寄

贈していただきました。鏡もちは正月期

間中、役場庁舎ロビーに供えさせていた

だきました。（１２月２７日）

１．持続可能な農業について

２．担い手への農地利用の集積・集約について

３．新規参入の促進について

４．水田活用直接支払交付金について

５．鳥獣害対策について

６．農業委員への女性の登録促進について




